
（別紙３）

～ 令和7年2月28日

（対象者数） １１件 （回答者数） 10件

～ 令和7年2月28日

（対象者数） 3名 （回答者数） 3名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
様々な経験を積み重ねることができるよう活動内容の工夫を
行ていく

2
今後も⾧期休暇を利用し、目的、ねらいにそって社会のルー
ルやマナーを学ぶ機会を提供していく。

3
・たまったポイントを好きなことに使用できるなどやる気に
つなげていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・参観日などで掲示する。
・保護者に対して都度知らせていく。

2
パソコンを積極的に活用し、タイピングやワード、エクセル
等活用した活動を取り入れていく。

3

様々な活動を通して5領域にアプローチできるように活動内容
を工夫しながら行っている。

・集団活動や個別活動を組み合わせ、個々人に応じた課題沿っ
た支援を行っている。
・上級生が中心のリンクでは、人との適切な関わり方や、コ
ミュニケーションの取り方、気持ちのコントロールなどを中心
に活動に組み込んでいる。

⾧期休暇時には外出し様々な経験を積み重ねている。

・電車に乗ったり、外食をしたり社会でのマナーやルールにつ
いて学ぶ機会としている。
・実際に自分でお金を払ったり、店頭で注文したり社会性を学
ぶ機会になっている。

帰りの会の際、１日の振り返りチェックシートを子供と一緒に
行い、何ができたのか、できなかったのか振り返る機会を持っ
ている。

・子供、支援員全員で振り返りを行うことで一人の支援員の考
えによる評価にならないように実施している。
・ポイント化することにより可視化しやる気の向上につなげて
いる。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

様々なマニュアルや指針について保護者に周知できていない
事業所に配架済みであるが、保護者が手に取りみたりすること
も少なく、評価でも「わからない」との回答もあった。

パソコンを活用した就労などにつながる支援 パソコンはあるが活動などで活用できていない

令和7年2月19日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年3月12日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 多機能型通所施設 リンク

○保護者評価実施期間 令和7年2月19日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


